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　先に鶏卵中のSphingolipid　ltついて研究した
結果を発表したが，今回はこの物質が鶏胎児の発
育過程においては如何なる変化を示すかを知らん
として実験を行ったのでその結果を報告する。
　従来はLecithin及びCephalinについては鶏胎
・児の発育過程における変動が詳細に研究せられて
いる。しかし，　Sphi早golipidに関してはなん等の報
告が見出されない。既にThudichumi）によって
Sphingosineを構成分としている物質として早く
よりSphingomyelin，　Cerebrosideが見出されて
おり，さらに近年に至つで種々のSphingosine含
有脂肪性物質が見出されるに及んでいる。しかし
なおこれ等物質の生機的意義の解明は未知の点が
多ぐ残っている。
　著者は，複合脂質に関する生化学的研究の一環
として，後記の実験を行いSphingolipidの胎児の
発育過程における変動を追求し，後述の如き成績
を得た。
　　　　　　　　　実験方法
　受精卵を37℃の騨卵器にて蝉化を行い，それぞれ開始
後第8日目より第20日に至る各日の鶏胎児について変動
を追求した。即ち各日にそれぞれ2～3個の卵をとり出し
て，胎児の璽量を測定し，乾燥後100倍：量のEthanol　Vこて
抽出を行．・，その一定量についてSphingosineの測定を
行い，それより係数を乗じてSpbingolipid量を求めた。
定量法は坂上法2）を用いた。
　また，さらに。第13，15，18，20日においては脳について
別個にそれぞれ脳中Sphingolipidの追求を行った。
　　　　　　　　　実験成績
　前記の実験方法によって追求して，第1，2表及び第1，2
図に示すが如き結果を得た。
　第1表は醇化開始後8日目より20日に至る各日の鶏胎
児の体電の変動及びSphingolipid量の総量並びにmg％
値の変動を示し，第1図は体重の変動と総量の変動を図示
した。
　また第2表は磁化13，15，18，20日の鶏胎児の脳のみの
重量の変動，Sphingolipid量の総量並びV■　mg％及び全胎
児中のSphingolipid量に対する脳中Sphingolipid量の百
分比を示し，第2図は脳重量と脳中Sphingolipid量の総
量の変動を図示した。
　第1表及び第1図に示される如く量は体重の増量に伴
ない増加する。しかして特に第16日以後即ち最後の1週
間に著明な増加が認められる。即ち第8日では総量0．19
mgL　mg％値は17，27　mg％，9日では0．32　mg，19．28　mg
％，10日では0．45mg，18．37　mg％，12日では0．85　mgで
19．54mg％，13日では1．14　mgで22．09　mg％，15日では
1）Thudichum：Die　Chemische　Konstitu七至on　des　Ge－
　hirns　des　Mensehen　und　der　Tiere．　（TUbingen，
　1926）．
2）坂上：未刊．
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2．37mgで2188mg％と比較的旨意の増加に平行して増量
するが16日以後は16日では3．51mgで26．27　mg％，18日
では6．62mgで39．31　mg％，20日では10．80　mgで51．06
mg％と総量もmg％値もともに著明に増加する。第8日
目に比して20日目では総量：では約50倍，mg％値では約
3倍に達iしている。
　一方脳における結果は第2表及び第2図に示される如く
最後の1週聞に総量並びにmg％値ともに著明な増加を示
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　　　　　　　　　　考　　　按
　受精卵を用い鶏胎児発育過程におけるSphingolipid量
の変化を追求して前記の如き成績を得た。
　全胎児中のSphingolipid量は15日までは，総量並びに
mg％値ともに鶏胎児の発育に伴ない体重の増加に平行し
て増量することが認められた。即ち8日目では総量O．19
mg，　mg％値は17．27　mg％，9日目では0．32　mgで19．28
mg％，10日では0．45　mgで18．37　mg％，12田では0．85
mgで19．54　mg％，13日では1．14　mgで22．09　mg％，15日
では2．37mgで21．88　mg％とほぼmg％値に著しい差が
なく体重の増量に平行する。しかしそれ以後の，即ち最後
の1週聞の問に著明な増量を来すことが知られた。即ち，
16日目は総量3．51mgでmg％値は26．27　mg％，18日で
は6．62mgで39．31　mg％，20日では10．80　mgで51．06　mg
％となりSphingolipidの増加が著しいことが認められた。
さらに脳のみで得られた結果ではSphingolipid量は全胎
児の変動と同様に初めは重量の増加に平行して増量する。
13日では総量0．275mgでmg％値は85．9　mg％，15日で
は0．392mgで93．3　mg％である。しかるに一15日以後では
増量が著明で18日では0．915mgで150　mg％，20日では
1．524mgで241．9　mg％なる値を示すことが認められた。
しかして20日においては脳Sphingolipid：量は全Sphingo－
Iipid量の14％を占めていることが判り，この割合は先の
Plasmalogenの際に認められた7％より大にして，このこ
とはSphingolipidはPlasmalogenより蹄申に多く分布し
ていることを示すものであろう。
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　さらV■　20日における全胎児中の総量は上述の如く10．8
mgであるが，この値は先の受精卵申の含有量48　mgのほ
ぼ1／5の数値であり，量的には最初に存在した量の1／5が
鶏胎児に移行したが如き結果であるが，この脂質において
も受精卵中に存在したSphingolipidが単に鶏胎児に移行
したのではなく胎児申で新生された量を示すものと考える
のが妥当の如く思われる。なお今後の実験を侯たねば決論
を下し得ないが，燐脂質においてはHevesy3）の得た成績
よりかかる事実が確められていることよりSphingolipid
においても機序：を考慮してもよいと考える。
総 括
鶏胎児発育過程におけるSphingolipidの変動
を8日より20日に至る間について追求した。
Sphingolipid量：は鶏胎児の発育に伴ない増量する
が，特に最後の1週間に著明な増量が見られる。
しかしなお20日において受精卵中に含有せられ
る量の1／5量を見出したに過ぎなかった。
　鶏胎児中のSphingolipidは他の脂質の如く胎
児中にて新生されるように思われる。
　脳中Sphingolipidは16日以後に著明な増量を
示す。第20日においては全Sphingolipidの14％
を占める。
（日召禾030．4．20受付’）
Summary
　　In　the　embryonic　development　of　the　chick　embryo　（from　the．8th　to　the　20th　day　of
incubation）　the　changes　of　sphingolipid　contents　were　investigated，
　　The　to’tal　sphingolipid　con’tents　in　the　embryo　were　found　to　increase　during　the
developmental　period　of　the　chick，　significantly　during　the　last　week　of　incubation．　On
the　20th　day　the　total　amount　were　only　about　1／5　of　that　contained　in　fertilized　．　egg
before　incubation．
　　It　is　assumed　that　the　sphingolipid　in　the　embryo　is　synthesized　within　the　enibryo．
　　The　sphingolipid　contents　in　brain　also　increased　markedly　during　the　last　week．
On　the　20th　day　it　was　calculated　at　about　140／e　of　the　total　amount　contained　in　brain．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apr．　20，　1955）
3）　Hevesy，　G．，　Levi，　H．　＆　Rebbe，　O．：　Biochem．　J．　32，　2147（1938）．．
